
  

 

新緑が美しい季節になりました。日に日に葉を増やし枝を伸ばす木々を見ると、その生命力に驚かさ

れます。この爽やかな時期に、皆さんも勉強や部活などに頑張っていることでしょう。忙しい毎日とは

思いますが、時には少し肩の力を抜いて、図書館で好きな本を手に取りゆったりと過ごすのもいいかも

しれません。新川高校では春と秋にそれぞれ 2週間の読書週間を設けています。春の読書週間では読書

会や展示を行い、図書カードがもらえるチャンスもあります。また、裏面の新着図書が図書館に入りま

すので楽しみにしていてください。 

 

 

 

５月２５日(月)から６月５日(金)まで春の読書週間です。図書館では次のようなイベントを企画して

います。お誘い合わせのうえご参加ください。 

⑴  読書会 

５月２９日(金)15:45～16:30頃 図書室 にて 

 小説『セメント樽の中の手紙』を読んでディスカッションします。過酷な状況に置かれた労働者の描

写をとおして、当時の一般庶民の生活や心境について思いを馳せてみたいと思います。興味のある人は

気軽にご参加ください。テキストは貸し出しできます。 

⑵ 「戦争」をテーマとする展示 

今なお、世界のどこかで「戦争」の危機ばかりか、深刻な戦闘で多くの命が失われたり危険にさらさ

れたりしています。「戦争」の歴史や「戦争」に向かう集団心理など、６テーマで展示を行います。 

 

⑶  図書カードがもらえる ! ? 

  春の読書週間中に図書館に足を運ぶと、図書カードがもらえるかもしれません！ 

  ① 本を１冊借りるごとに、応募券が１枚もらえます。                     

  ② 読書会に参加すると、応募券が１枚もらえます。                     

  ③ 展示「戦争」に関するクイズに答えて提出箱に入れると、それが応募券替わりになります。  

用紙はカウンターに置いてあります。 

 

① ～③で手に入れた応募券を、応募箱に入れると、後日抽選で図書カードが当たります。 

応募すればするほど当たる確率は高くなります。ふるってご応募ください。 

 

   

１学期終業式の日、７月１７日（金）にビブリオバトルを開催します。１，２年生は誰でも参加

することができます。募集要項については、後日お知らせしますので、楽しみにしていてください。 

 

 

『 Nのために 』（ 湊 かなえ ）                 【２年図書委員】 

    この作品は、「誰かのために」という思いが交錯する切なくも奥深い物語です。高層マンショ

ンで起きた事件を軸に関係者たちの過去や想いが少しずつ明らかになっていきます。それぞれが

抱える「 N 」とは誰なのか、そしてその行動の裏にある理由に気づいた時、物語の見え方が大

きく変わります。登場人物の繊細な感情や、人を思うことの複雑さが丁寧に描かれており、読み

進めるほど引き込まれます。ミステリーとしての面白さだけでなく、人間関係や優しさについて

深く考えさせられる一冊です。 

また、この作品の魅力は、同じ出来事でも視点が変わることで印象が大きく異なる点にあり、

物語の中に張り巡らされた伏線が少しずつつながっていく構成も見どころで、最後まで飽きずに

読むことができます。読むたびに新たな気づきがあり、何度でも味わいたくなる作品です。ぜひ

一度手に取って読んでみてください。 

『 アンマーとぼくら 』（ 有川 浩 ）               【２年図書委員】 

    この本は、主人公のリョウちゃんが休暇で沖縄に帰り、お母さんと３日間の沖縄旅行をすると

ころから始まります。その３日間で主人公は過去の自分に思いを馳せます。例えば、お母さんを

思い出したり、両親との関係を考えたりします。また、沖縄の美しい景色や人との関わりを通し

て、主人公の気持ちが変化していく様子も丁寧に描かれています。この本を読んで、過去と向き

合う大切さや家族愛などを感じさせられました。 

また、三部構成になっていて、「１日目」「２日目」「３日目」に分かれています。場面転換も

わかりやすいので、本をあまり読まない人でも読みやすいと思います。この本を読んで、大切な

人との時間を考えてみましょう。 
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